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≪ 七夕の節供 ≫ 

室礼（しつらい）は季節や人生の節目に感謝、もてなし、 

祈願などの心を添えてしつらいます。 室礼を知って頂く

ことで、より豊かに生活を楽しんで頂けると幸いです。 
                参考 生活文化 室礼三千 

写真 生活文化 室礼三千 

七夕は五節供の一つで旧暦７月７日の称。

七夕（なぬかのよ）とは７月７日の夜のこ

とをいいます。いくつかの説があり、中国

の「乞巧奠（きこうでん）」と日本の「棚機つ

女」の伝承、水で穢れを祓う伝承や夏の収

穫感謝祭など、それらが複合して各地の七

夕の習慣ができあがったと考えられます。 

旧暦の七夕は 
夏の収穫時期

にあたり収穫

の感謝祭を行

う日でもあり

ました。 
作物の実りに 
感謝の気持ち

を込めて夏野

菜と、この時

期収穫した麦

の素麵を供え

ます。 

平安時代の貴族は 
七夕に「梶の葉」に 
和歌を書き笹の葉

に飾りました。 
また「梶の葉」を水

盤に浮かべ水面に

星を写し天に願い

を届けました。 

七夕に芋の葉の

朝露で墨をおろ

すと字が上達す

るという言い伝

えがあります 
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笹
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時
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七
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